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Ⅱ 秋田県における少人数指導の現状と課題

１ 秋田県における少人数指導

秋田県における児童生徒の個を生かすための取り組みとして，平成13年から国の「第七

次改善計画」による加配が行われるようになり 「少人数学習推進事業」が新たに実施さ，

れています 『平成15年度秋田県学校教育の指針』によると 「少人数学習」の目的は次。 ，

のとおりです。

(1) 小学校低学年及び中学校１年における少人数学習

児童生徒一人一人の特性に応じて，個性をはぐくむとともに，集団生活を円滑に

営むための生活習慣や学習習慣を定着させ，基礎的・基本的な学習内容を確実に習

得させる。

(2) 小学校３～６年，中学校２・３年及び高等学校の少人数学習

学年や教科の特性，児童生徒の実態等に応じて少人数による多様な学習集団を編

成するとともに，発展的な学習や補充的な学習を取り入れるなど，個に応じた指導

を充実させる。

この目的を具現化するため 「少人数学習推進事業」では，小学校低学年及び中学校第，

１学年で25人以上の学級を含む学年には１学級増，33人以上では２学級増にできる30人程

度の学級編制を可能にしたり，１学級増ですべての学級が24人以下の場合（元の学級は33

人以上）には非常勤講師を配置し，学習集団の少人数化を可能にしました。

「少人数学習推進事業」の概念図

（秋田県教育庁義務教育課資料より）

小学校１学年

小学校２学年33人以上の学

級をもつ学年に少 基本教科で20人小学校３学年

人数学習のための 程度の少人数学習がで小学校４学年

人的配置 きるように人的配置小学校５学年

小学校６学年

中学校１学年

※30人程度の学級編制 ※小学校：国語，算数，理科中学校２学年

※ＴＴ等での学級集団の少人数化 ※中学校：数学，理科，英語中学校３学年
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小学校３～６学年，中学校２・３学年では，各校種での基本教科で20人程度の少人数指

。 ， ，導ができるように臨時講師・非常勤講師を配置しています なお 少人数指導やＴＴでは

国の加配による教員，教頭や学級担任以外の教員をも含む全校体制で取り組むこととし，

配置に当たっては，指導方法の工夫改善に積極的に取り組む学校を対象に，学級規模や学

級数を勘案して配置するものとしています。

平成14年度からの「学力向上フロンティア事業」では，①補充的な学習や発展的な学習

における教材開発，②保護者の理解を十分に得た上での習熟の程度に応じた学習の展開，

③小学校における教科担任制の導入，④児童生徒の変容を記録した個人カルテの活用，⑤

小・中学校教員の交流によるＴＴの実施が主な施策として挙げられており，少人数指導や

ＴＴを効果的に取り入れた実践や研究がさかんになってきました。

少人数指導にかかわる諸施策の経緯

年月 国の施策や審議会答申等 秋田県の施策等

平成８年７月 中央教育審議会「21世紀を展望した

我が国の教育の在り方について（第

一次答申 」）

平成９年９月 中央教育審議会「今後の地方教育行

政の在り方について」

平成12年５月 教職員配置の在り方等に関する調査

研究協力者会議報告「今後の学級編

制及び教職員配置について」

平成13年４月 第七次公立義務教育諸学校教職員定 「少人数学習推進事業」はじまる。

数改善計画（～17年）実施 小学校１，２年生において少人数学

級実施。小学校３年生～中学校３年

平成14年２月 中央教育審議会「今後の教員免許制 生においては少人数学習を可能にす

度の在り方について（答申 」 るため，非常勤講師60人加配。）

平成14年度 「学力向上フロンティア事業」実施 学力向上フロンティア校，小学校９

校，中学校９校を指定。

平成14年８月 個に応じた指導に関する指導資料 少人数学級を中学校１年生にも拡「 」

（小学校算数編・小学校理科編・中 充。数学・英語の教育効果を高める

学校数学編・中学校理科編） ことを目的とした習熟度別少人数学

習導入のため，県立高等学校に非常

勤講師配置。

平成15年度 「学力向上アクションプラン」実施 「学力向上フロンティア事業」

， 。小学校７校 中学校11校を追加指定

平成15年10月 中央教育審議会「初等中等教育にお 合計，小学校16校，中学校20校。

ける当面の教育課程及び指導の充実

・改善方策について（答申 」）

平成15年12月 学習指導要領一部改正
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２ 秋田県における少人数指導の実施状況

秋田県における少人数指導の実施状況を，秋田県教育庁義務教育課が実施した「少人数

学習推進事業」の調査をもとにしてみてみます。この事業による教員加配は，平成15年度

345人です。ほかに，国の「第七次改善事業」での教員加配が360人です。小学校では，30

7校中144校で実配置を受けており，その割合は46.9％です。中学校では，133校中110校で

， 。 ， ，実配置を受けており その割合は82.7％です しかし 教員加配のない学校を加えますと

小学校で88.6％，中学校で91.7％の学校で「少人数学習」が実施されています。

秋田県で 「少人数学習」が行われている教科別の実施状況（国加配校小学校138校，，

） ， ， ， ，中学校108校中での実施率 を見みると 小学校では算数100％ 国語69.6％ 理科68.8％

生活63.0％などの教科が高く，低い教科は，社会17.4％，家庭16.7％などです。中学校で

は，数学100％，英語77.8％，理科60.2％などの教科が高く，低い教科は，音楽5.6％，美

術10.2％ 技術・家庭10.2％などです したがって 算数・数学 理科は二つの校種で 少， 。 ， ， 「

人数学習」がよく実践されており，国語は小学校でのみよく実践されているといえます。

また，社会，音楽，図画工作・美術などは，いずれの校種でもあまりよく実践されていな

い，といえます。

「少人数学習」で習熟の程度に応じた少人数指導の実施状況を見みると，小学校では，

低学年では低いものの中学年以降では80％以上実施されています。

秋田県における教科別少人数指導実施状況（平成15年度）

（秋田県教育庁義務教育課資料より作成）
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秋田県における習熟の程度に応じた少人数指導の学年別実施状況（平成15年度）

ａ）小学校 ｂ）中学校

（秋田県教育庁義務教育課資料より作成）

小学校では算数や体育で習熟の程度に応じた少人数指導が取り入れられており，単元によ

って習熟の程度に応じた少人数指導を取り入れるか否かを決定している学校がほとんどで

す。学習集団の編成は，教員が分ける場合と児童の希望による場合が半々です。中学校で

， ， 。は 中学校２・３学年で多く取り入れられており 小学校中学年以上とほぼ同じ数値です

， ， ， ，教科では 数学 理科 英語で習熟の程度に応じた少人数指導が多く取り入れられており

通年で実施している学校が多いのが小学校と異なる点です。また，学習集団の編成は，生

徒の希望による場合が多いのも特色で，年度途中でのコースの変更なども教員と相談しな

がら決めるなど，柔軟に対応しているようです。

次に，少人数指導の成果について述べます。秋田県教育庁義務教育課の調査では 「教，

師が自分のことをよくほめてくれる，自分の意見や考えをたくさん取り上げてもらえると

感じている児童生徒が多くなった 「勉強をするのが楽しいとする児童が多くなった ，」， 」

「勉強は分かりやすいとする児童が多くなった」など，学習への積極性や成就感が増して

いることがうかがわれます。この傾向はアンケート調査でも同様に読み取られ 「意欲的，

に発表する児童生徒が増えた 「自分の能力に合った学習ができるようになった」など」，

の意見が出されています。

さらにアンケート調査では，教員や保護者が少人数指導の実施でどのように変わったの

かについても調べました。これによると，教員は「授業改善を図ろうという意識が高まっ

た 「児童生徒の実態に応じて指導方法などを工夫している」など，教員の授業に対す」，

る積極性や 「一人一人にきめ細かい指導ができるようになった」といった成果 「指導， ，

方法や教材を相談し合って授業を進めることができるようになった」といった教員の連帯

性などが高まったとの意見が出されています。保護者は 「丁寧に教えてくれる」など，，

少人数指導をおおむね好意的に受け止めているようです。
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３ 秋田県における少人数指導の課題

前述の少人数指導に関する諸事業によって少人数指導の環境が次第に整備され，着実に

実践が行われてきました。その過程で，授業改善に生かされた様々な成果や優れた数多く

の実践が報告されています。

例えば，秋田県教育庁義務教育課では，指導方法改善に関する加配校の実践をまとめた

『少人数学習・ティームティーチング実践事例集』を刊行していますが，この中では，指

導方法の工夫改善に取り組む学年や教科が広がるとともに，児童生徒の学習への興味・関

心に応じるための様々な学習形態が取り入れられた授業が行われるようになったと報告さ

れています。

さらに，児童生徒からは，分からないところを時間をかけて指導してもらえる，教室の

スペースに余裕ができ広々とした環境で勉強できる，などのメリットが報告され，保護者

からは，家庭学習をこまめにチェックしてもらえるため家庭学習が定着した，教員とのか

かわりが増えたなどのメリットが報告されています。

このような成果が報告される一方で，様々な課題や実践で留意すべき点も数多く指摘さ

れており，少人数指導を効果的にするための課題として考えていかなければなりません。

これらを大きくまとめると以下の７点です。

課題１：少人数指導の意義が十分にとらえられていない

授業そのもののねらいが不明確であったり，形態や方法が先行しているため，少人数指

導のメリットを十分に生かしていないケースも少なくありません。授業改善の視点から少

人数指導の意義をとらえ直し，個を生かすための教育方法として少人数指導を明確に位置

付けて実践していくことが求められます。

課題２：少人数指導を効果的にする学習集団の編成が必要

少人数指導では，児童生徒の習熟の程度や興味・関心などに応じて学習集団が編成させ

るべきです。しかし，出席番号や座席などで学級を機械的に分けて少人数化しているケー

。 ， ，スもあります 学習のねらいに即し どのような学習集団が最も効果的かを考慮しながら

柔軟に編成することが求められます。

課題３：少人数指導における指導者間連携や校内体制の確立

少人数指導では複数の教員が行うために，互いの連携や校内体制の確立が不可欠です。

しかし，教員間の打ち合わせを十分に行わずに授業にいきなり臨むケースも見受けられま

す。学校全体として取り組む方向を共通理解し，教員間の経験や力量差を相補う意識や協

力体制を築く対策などが求められます。
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課題４：年間指導計画での少人数指導の位置付け

年間指導計画を作成する際には，学習のねらいに即して個を生かすための少人数指導の

位置付けを明確にすることが求められます。その際，単に日程を設定するのでなく，単元

でつまずきの出やすいところ，指導形態，教材などの留意点を示すなどに留意することが

求められます。

課題５：少人数指導を効果的に行うための教材の準備が不十分

少人数指導は個に応じた指導であり，そのコースの特質と目的に合った教材を活用すべ

きです。しかしながら，コースに分かれているだけで同じ教材を使用している授業や，そ

の教材の特質を十分に生かして効果的な授業を行っていない実践も見られます。そこで，

少人数指導を効果的に行うための教材の準備とその指導方法の確立が求められます。

課題６：少人数指導の評価

少人数指導では，個をとらえるために様々な評価を行うことが大切ですが，その際に留

意すべき点もあります。例えば，少人数指導では学習指導要領の目標の実現状況を評価す

る目標に準拠した評価をしなければなりませんが，発展的な学習であればその発展的な内

容によって評価を高めるといった，コースごとに独自の評価をする誤りに陥ることも多々

あります。

課題７：児童生徒や保護者への説明責任

新たな学習集団に編成する場合，その目的が児童生徒や保護者に周知されていないと人

間関係に不安をもったり，学習意欲が減退することにもなりかねません。したがって，少

人数指導の意義や目的を児童生徒や保護者に対し，十分に説明する必要があります。

今後は，これらの課題を克服しながら個を生かす教育としての少人数指導の在り方を探

り，実践を重ねていくことが求められるでしょう。そこで，第Ⅲ章以下では，これらの課

題に焦点を当てながら，少人数指導の在り方を探っていきます。


